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令和７年度静岡県市町職員広域研修 基本計画

１ 主 催 公益財団法人静岡県市町村振興協会

２ 広域研修の基本方針
分権型社会の実現を目指し、地域の自主性及び自立性を高める改革が進む
中、複雑かつ多様化する行政需要への的確な対応や、豊かさを実感できる地
域社会の構築など、地方自治体に求められる役割は一層重要なものになって
いる。
特に、基礎自治体においては、住民に最も身近な行政サービスの担い手と

して、そして地方分権により移譲される権限の受け皿として、行政の高度化
に伴う専門性、新たな課題に取り組む創造力、状況に的確に対応できる柔軟
性等を求められており、これらの課題に的確に対応するための能力を備えた
職員の育成が何よりも必要不可欠である。
このような状況のもと、本協会においては、各市町が自ら職員の能力向上
を図るための研修を実施することを前提としながら、今日の市町職員に特に
必要と考えられる能力の向上に寄与するための研修事業及び各市町の自主研
修、県委託研修等と連携した研修事業の実施、また、市町の自主研修の支援、
市町間の情報交換を目標として基礎的事項を中心とした各種研修を実施する。

３ 研修体系
（１）一般基礎研修

基礎的な法令知識等を習得し、職務の遂行に必要とされる能力を主体
的に高めることを目的として実施する。

（２）政策形成基礎研修
現代の市町職員に特に求められる能力である政策形成能力を高めるこ
とを目的として実施する。

（３）階層別研修
それぞれの職階に応じた役割の認識と技能の習得を目的として実施す
る。

（４）市町支援研修
各市町においては、行財政改革の進展に伴い職員研修の実施が困難な
状況であることを考慮し、市町が自ら主体的に職員研修を実施できるよ
う、これを支援することを目的として実施する。
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令和７年度市町職員
広域研修体系図

市
町
職
員
広
域
研
修

一般基礎研修

政策形成基礎研修

階層別研修

市町支援研修

法令基礎

ＯＪＴ推進

研修推進

地方公務員法

ＯＪＴ基本

民 法

行政法

行政争訟

法制執務（初級）

法制執務（中級）

政策法務基礎

新規採用職員

中堅職員

新任監督者

新任管理者

住民応対基礎

研修担当者

女性職員キャリアアップ

地方自治法



－ 3 －

令和７年度市町職員広域研修一覧
区
分

研 修 名
回
数

開 催 日
日
数

対 象
ペ
ー
ジ

一

般

基

礎

地方自治法 １ 令和７年８月２６日～２７日 ２
市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員

4

地方公務員法 １ 令和８年１月２７日～２８日 ２
市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員

5

民法 １ 令和７年６月３０日～７月１日 ２
市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員

6

行政法 １ 令和７年９月１日～２日 ２
市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員

7

行政争訟 １ 令和７年１１月６日～７日 ２
市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員（行政法の基礎
知識を有する職員の受講を推奨）

8

法制執務（初級） １ 令和７年１１月１８日～１９日 ２
市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員

9

法制執務（中級） １ 令和７年１２月９日～１０日 ２

市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員であり、法制執
務（初級）研修を受講した職員、若しくは
初級程度の知識を有する職員

10

住民応対基礎 １ 令和７年７月３日～４日 ２
市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員

11

政
策
形

成
基
礎

政策法務基礎 １ 令和８年１月２０日～２１日 ２
市町長等が推薦する採用２年次以上で
管理・監督者未満の職員（法制執務の基
本を習得している職員の受講を推奨）

12

階

層

別

新規採用職員 ５

＜前期＞①令和７年５月 ８日～ ９日
②令和７年５月１５日～１６日
③令和７年５月２２日～２３日
④令和７年５月２７日～２８日
⑤令和７年５月２９日～３０日

＜後期＞①令和７年１１月１３日
②令和７年１１月１４日
③令和７年１１月２０日
④令和７年１１月２１日
⑤令和７年１１月２７日

２

１

市町長等が推薦する令和６年度新規採用
職員等 （消防職員を除く。）

13

14

中堅職員 ５

①令和７年 ９月 ３日～ ４日
②令和７年 ９月 ９日～１０日
③令和７年１０月 ２日～ ３日
④令和７年１０月１５日～１６日
⑤令和７年１０月３０日～３１日

２ 市町長等が推薦する採用10年次程度の職員 15

新任監督者 ５

①令和７年６月 ３日～ ４日
②令和７年６月 ５日～ ６日
③令和７年６月１２日～１３日
④令和７年６月１７日～１８日
⑤令和７年６月１９日～２０日

２
市町長等が推薦する新たに監督者（係長級）
に昇任した職員

16

新任管理者 ３
①令和７年７月２９日
②令和７年７月３０日
③令和７年７月３１日

１
市町長等が推薦する新たに管理者（課長級）
に昇任した職員

17

女性職員
キャリアアップ

１ 令和７年１２月２日 １
市町長等が推薦する概ね30代～40代の
管理・監督者未満の女性職員

18

市

町

支

援

ＯＪＴ基本 １ 令和７年９月１８日～１９日 ２ 市町長等が推薦する採用２年次以上の職員 19

研修担当者 １ 令和７年８月４日 １ 市町長等が推薦する職員研修担当の職員 20



地方自治法研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員

令和７年８月２６日（火）～２７日（水）

日本経営協会 講師 澤田 千秋

【内容】①地方自治とは ②地方自治制度の法体系 ③地方自治の本旨及び地方自治法の目的
④地方公共団体の役割と国による制度策定等の原則 ⑤地方公共団体の種類 ⑥地方公共団体の法
人格とその事務 ⑦地方公共団体の名称、事務所の設定及び休日 ⑧普通地方公共団体の区域、境
界、合併と要件等 ⑨地方公共団体の住民 ⑩条例と規則 ⑪議会 ⑫グループ演習 ほか

【進め方】地方自治法及び関係法令の解釈、実務上の運用について、講義及びグループ演習により
進めます。

平均年齢：３０歳
（２０代以下：５１％ ３０代：３７％ ４０代：１２％ ５０代以上：０％）

・関係する条文を読み、解説を聞くことで理解を深めることができた。
・各項目で択一問題があり、理解が深まった。
・講師の話が分かりやすく、テキストも職務上有益な内容だった。
・発言・回答する場面があり、研修に参加した感じがあってよかった。

前年度
受講者の声

・地方自治法の条文を読み解き、地方自治の本旨について理解を深めます。
・地方分権改革の現状と動向を把握し、地方公共団体のあるべき姿を見つめます。

各団体会議室等（オンライン）

４０名程度

対象者

日程 会場

講師 予定人数

内容と進め方

前年度受講者の年齢層

－ 4 －



地方公務員法研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員

令和８年１月２７日（火）～２８日（水）

日本経営協会 講師 澤田 千秋

【内容】①地方公務員制度の法体系 ②地方公務員法の全体像 ③総則 ④人事機関 ⑤職員に適
用される基準（通則、任用、職階制、職員の権利、服務と身分保障、労使関係） ⑥補則 ⑦罰則
⑧附則 ⑨グループ演習 ほか

【進め方】地方公務員法及び関係法令の解釈、実務上の運用について、講義及びグループ演習によ
り進めます。

平均年齢：３１歳
（２０代以下：５３％ ３０代：３８％ ４０代：６％ ５０代以上：３％）

・学んだ内容を演習問題を通して考えることで理解が深まった。
・服務や懲戒など公務員の身分を改めて見直す機会となった。
・グループに分かれて話し合いの時間があったことで、理解を深めること
ができた。

前年度
受講者の声

・地方公務員制度の趣旨を学び、地方自治体に求められる職員像について考えます。
・地方公務員制度改革の状況を理解し、時代に即した行政組織のあり方を考えます。

各団体会議室等（オンライン）

４０名程度

対象者

日程 会場

講師 予定人数

内容と進め方

前年度受講者の年齢層

－ 5－



民法研修

令和７年６月３０日（月）～７月１日（火）

自治体法務研究所 代表 江原 勲

【内容】①民法は何を規定しているのか ②契約 ③債権 ④物権 ⑤親族と相続
⑥地方公共団体の事務と民法の適用 ほか

【進め方】民法及び関係法令の解釈、実務上の運用について、講義を中心に進めます。

平均年齢：３３歳
（２０代以下：３４％ ３０代：４７％ ４０代：１６％ ５０代以上：３％）

・法をもっと意識して業務に当たらなければと感じることができた。
・具体例や実際の事例を交えた説明により理解を深めることができた。
・注目していた民法改正の内容が詳しく解説されたため受講してよかった。
・改めて根拠条文や法に則った手続きとその意味を確認することができた。

前年度
受講者の声

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員

・民法の基礎的事項を学習し、民法典の全体像を把握します。
・日常の業務と民法との関わりについて理解を深めます。

各団体会議室等（オンライン）

８０名程度

対象者

日程 会場

講師 予定人数

内容と進め方

前年度受講者の年齢層

－ 6－



行政法研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員

令和７年９月１日（月）～２日（火）

自治体法務研究所 代表 江原 勲

【内容】①行政法とは ②行政を行うのは誰か ③情報公開と個人情報保護 ④行政を行
うための手段にはどんなものがあるか ⑤行政手続法 ⑥公法上の契約 ⑦行政目的を強
制的に実現する手段とは ⑧グループ演習（事例研究） ほか

【進め方】行政法の解釈及び実務上の運用等について、講義及びグループ演習により進め
ます。

平均年齢：３３歳
（２０代以下：２４％ ３０代：６６％ ４０代：７％ ５０代以上：３％）

・新しい知識を得られた。
・行政法の考え方を学ぶことができた。
・事例演習で他自治体の職員と話し合いができた。
・事例や講師の体験を聞き、法の体系への理解が深まった。

前年度
受講者の声

・法令・例規と地方公共団体の業務との関わりを学び、行政行為の仕組みについて理解を
深めます。
・法令と例規の関係を確認し、法的視点から政策のあり方について考えます。

各団体会議室等（オンライン）

４０名程度

対象者

日程 会場

講師 予定人数

内容と進め方

前年度受講者の年齢層

－ 7－



行政争訟研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員とし、行政法の基
礎知識を有する職員の受講を推奨する。

令和７年１１月６日（木）～７日（金）

自治体法務研究所 代表 江原 勲

【内容】①損失補償 ②国家賠償法 ③行政不服審査法 ④行政事件訴訟法 ⑤グループ
演習（事例研究） ほか

【進め方】行政争訟関係法令の解釈及び実務上の運用等について、講義及びグループ演習
により進めます。

平均年齢：３８歳
（２０代以下：５％ ３０代：６３％ ４０代：２７％ ５０代以上：５％）

・行政法を先に受講しておくべきだった。
・講師の経験談や過去の事例などを織り交ぜながらの講義だったため、理
解しやすかった。

・難しい内容だったが、わかりやすくまとめられた説明でよく理解できた。

前年度
受講者の声

・行政上の争訟に関わる法律についての基礎的事項を学習し、行政救済の全体像を学び
ます。
・行政争訟に関する事例を確認し、法律に基づく問題解決法について理解を深めます。

静岡県市町村センター

４０名程度

対象者

日程 会場

講師 予定人数

内容と進め方

前年度受講者の年齢層

－ 8－



法制執務（初級）研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員

令和７年１１月１８日（火）～１９日（水）

第一法規政策情報センター
法制執務担当部長 峯村 欣弘

【内容】①条例立案の基礎知識 ②条例立案上の留意点 ③条例・規則概論 ④条例の構
造 ⑤本則の構成 ⑥一部改正の方式 ⑦演習（改正条文作成等） ほか

【進め方】法制執務の解釈及び実務上の運用等について、講義及び演習等により進めます。

・法制執務に関する用語や規則を学び、条文を正しく読み取る力を養います。
・条例改正の演習に触れることで、実務能力の向上を図ります。

各団体会議室等（オンライン）

４０名程度

対象者

日程 会場

講師 予定人数

内容と進め方

－ 9－

平均年齢：３４歳
（２０代以下：２３％ ３０代：５６％ ４０代：１９％ ５０代以上：２％）

・条文作成の基本が理解できたので大変よかった。
・講師の先生が詳しい解説を入れてくれるのでわかりやすかった。
・実務に役立つ話だった。
・今回の研修はとても参考になり、今後に活かせると思った。

前年度
受講者の声

前年度受講者の年齢層



法制執務（中級）研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員であり、法制執務
（初級）研修を受講した職員、若しくは初級程度の知識を有する職員

令和７年１２月９日（火）～１０日（水）

第一法規政策情報センター
法制執務担当部長 峯村 欣弘

【内容】①法政策の概要 ②法の仕組み ③条例の立案方式 ④演習（改正条文作成等）
ほか

【進め方】法制執務の実務的な運用等について、講義及び演習等により進めます。

・法制執務に関する用語や規則を確認し、例規立案にあたって注意すべき点を再認識しま
す。
・複雑な条例改正の演習に触れることで、高度な改正技術を身に付けます

各団体会議室等（オンライン）

４０名程度

対象者

日程 会場

講師 予定人数

内容と進め方

－ 10－

平均年齢：３６歳
（２０代以下：１８％ ３０代：５２％ ４０代：３０％ ５０代以上：０％）

前年度受講者の年齢層

・法制執務について理解を深めることができた。
・今後の業務に活かせると感じた。
・複雑な箇所は細かく説明があり、時間配分も集中しやすかった。
・業務内できちんと学ぶ機会がなかったので参考になった。。

前年度
受講者の声



住民応対基礎研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員

令和７年７月３日（木）～４日（金）

株式会社はあもにい 代表取締役 大野 晴己 ほか

【内容】①「地域愛着形成」と住民満足 ②住民志向性自己診断チェック ③応対力向上
接遇の再確認 ④コミュニケーション ⑤ヒューマンエラー ほか

【進め方】市町職員としての接遇マナーの基本について講義や演習により進めます。住民
応対に関する課題と対処法等について、グループ討議やロールプレイングを中心に進めま
す。

平均年齢：２７歳
（２０代以下：８２％ ３０代：１８％ ４０代：０％ ５０代以上：０％）

・来訪者ごとの対応・応対について詳しく学べた。
・日々直面する課題についてのヒントをもらえたのでとてもよかった。
・新たな気づきがあり、非常に良い研修になった。
・グループワークがあり、他市町の職員と交流できたのがよかった。

前年度
受講者の声

・応対の基本を確認することで、日頃の自分の行動を振り返ります。
・住民の心理を学び、状況に応じた応対力を身に付けます。

静岡県市町村センター

４０名程度

対象者

日程 会場

講師 予定人数

内容と進め方

前年度受講者の年齢層

－ 11－



政策法務基礎研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上で管理・監督者未満の職員とし、法制執務の
基本を習得している職員の受講を推奨する。

令和８年１月２０日（火）～２１日（水）

第一法規政策情報センター
自治体研修担当部長 金田 崇

【内容】①コンプライアンスと地方分権改革 ②分権時代の行政運営 ③自治体の政策形
成 ④法制執務と政策法務 ⑤グループ演習 ほか

【進め方】政策立案に際しての法務上の解釈及び運用等について、講義及びグループ演習
等により進めます。

平均年齢：３５歳
（２０代以下：２５％ ３０代：５０％ ４０代：２５％ ５０代以上：０％）

・法令の背景が多面的に聞けて関心を深く持てた。
・講師のこれまでの経験や知識を教えていただき、実務にも活かせそう
だと感じた。

・2日間という短い時間で大事なところをピックアップしていただいて
大変わかりやすかった。

前年度
受講者の声

・行政活動と法令・例規の関連を学び、施策を実現するための考え方や手法を法務の面
から学びます。
・具体的事例を確認し、効果的な施策の実施に必要な視点について理解を深めます。

静岡県市町村センター

４０名程度

日程 会場

対象者

講師 予定人数

内容と進め方

前年度受講者の年齢層

－ 12－



新規採用職員研修＜前期＞

原則として市町長等が推薦する令和７年度新規採用職員（ただし、消防職員を除く。）

第１回 令和７年５月 ８日（木）～ ９日（金）
第２回 令和７年５月１５日（木）～１６日（金）
第３回 令和７年５月２２日（木）～２３日（金）
第４回 令和７年５月２７日（火）～２８日（水）
第５回 令和７年５月２９日（木）～３０日（金）
（※宿泊研修は行いません。）

【内容】①公文書の取扱い ②接遇とコミュニケーション ③地方自治制度 ④地方公務
員制度 ⑤文章技術 ⑥メンタルヘルス

【進め方】講義及び討議を中心に進め、市町職員としての基本的な事項を学びます。

・公務員として働くうえで、自分に何が足りていないのか考えさせられた。
・普段の自分の業務に活かせる内容が非常に多く学びになった。
・研修が入庁2カ月目だったため、現場のどこで活かせるかを意識しながら
学ぶことができた。

前年度
受講者の声

・社会人として必要な知識や技能について総合的に学習し、仕事への取り組み方を身
に付けます。
・地方公務員としての心構えを学び、行政活動の重要性について認識します。

静岡県総合研修所もくせい会館

各回５０名程度

日程 会場

対象者

予定人数

内容と進め方

－ 13－



新規採用職員研修＜後期＞

原則として市町長等が推薦する令和７年度新規採用職員（ただし、消防職員を除く。）

第１回 令和７年１１月１３日（木）
第２回 令和７年１１月１４日（金）
第３回 令和７年１１月２０日（木）
第４回 令和７年１１月２１日（金）
第５回 令和７年１１月２７日（木）

公共経営研究機構 参与 小川 眞澄

【内容】①ケース事例 ②半年間の振り返り ③仕事の進め方 ④住民、上司、同僚へ
の応答 ⑤指導の受け方、指導内容の活用 ⑥モチベーションアップのための目標設定
ほか

【進め方】実務経験を振り返り、仕事の進め方や今後の目標等について、講義、討議、
実習により学びます。

・実務経験を振り返り、自治体職員としての役割や目的を再確認します。
・効果的な仕事の進め方を習得し、業務の推進に貢献できる能力を養います。

静岡県総合研修所もくせい会館

各回５０名程度

日程 会場

対象者

予定人数

内容と進め方

講師

－ 14－

・公務員としての在り方を改めて学ぶ良い機会になった。
・半年間の自分の業務・他の職員の業務を振り返ることができた。
・グループワークで同じ立場の人と話し合うことができてよかった。
・丁寧な解説・話し方で聞きやすかった。

前年度
受講者の声



中堅職員研修

原則として市町長等が推薦する採用１０年次程度の職員

第１回 令和７年 ９月 ３日（水）～ ４日（木）
第２回 令和７年 ９月 ９日（火）～１０日（水）
第３回 令和７年１０月 ２日（木）～ ３日（金）
第４回 令和７年１０月１５日（水）～１６日（木）
第５回 令和７年１０月３０日（木）～３１日（金）

・中堅職員としてあるべき姿を考えることができた。
・自分が期待される役割や存在価値を考える良い機会となった。
・目標をもって仕事するきっかけになった。
・グループワークでは、他の受講生の意見を聞くことができ刺激を受けた。

前年度
受講者の声

株式会社クエストコンサルティング
代表取締役 増田 崇行

【内容】①中堅職員としての存在価値を考える ②プロ人材に求められる能力の考察
③達成状態でリードする ④解決志向のリーダーシップ ⑤自己変革にむけて ほか

【進め方】中堅職員として必要とされるコミュニケーション能力、問題解決技法等につ
いて、講義及びグループ演習等により学びます。

・中堅職員としての役割を学び、組織の中で必要とされる職員像について考えます。
・問題解決技法や後輩指導の方法など、職場で使える様々なスキルを学び、業務の推進
に貢献できる能力の習得を目指します。

静岡県市町村センター

各回４０名程度

日程 会場

対象者

予定人数

内容と進め方

講師

－ 15－



新任監督者研修

原則として市町長等が推薦する新たに監督者（係長級）に昇任した職員

第１回 令和７年６月 ３日（火）～ ４日（水）
第２回 令和７年６月 ５日（木）～ ６日（金）
第３回 令和７年６月１２日（木）～１３日（金）
第４回 令和７年６月１７日（火）～１８日（水）
第５回 令和７年６月１９日（木）～２０日（金）

日本経営協会 専任講師 手島 伸夫

【内容】①新しい自治体経営とは ②仕事の管理と問題解決 ③戦略立案（政策形成）
の基本的考え方・経営資源の把握 ④リーダーシップ論の発展と職場のマネジメント
⑤人間関係管理とチームマネジメント ⑥「知識労働者」に対する新しいマネジメント
と動機づけ ⑦職場効率を上げる「知識付与型ＯＪＴ」 ⑧コーチングと「知識創造型
ＯＪＴ」 ⑨戦略的業務運営と時間管理 ⑩「上手な指導の仕方」とコミュニケーショ
ン ほか

【進め方】講義及び討議を中心に進め、監督者としての基本的な事項を学びます。新任
の監督者として必要とされる組織管理、部下指導、問題解決技法等について、講義、討
議、実習により学びます。

・部下の育成に関する知識と政策立案に関する知識を短期間で学べた。
・組織運営・具体的で理解しやすく職場に戻って活用できる道具を数多く学べた。

・内容だけでなく、先生のタイムマネジメント等も勉強になった。
・グループワークが多く、他市町の方と情報共有ができて良かった。

前年度
受講者の声

・監督者としての行動や考え方の基本を学習し、目標達成に導くための手法を身に付
けます。
・現場で役立つ様々なマネジメント法を学び、課題に対する適切な対処法を習得します。

静岡県市町村センター

各回４０名程度

日程 会場

対象者

予定人数

内容と進め方

講師

－ 16－



新任管理者研修

原則として市町長等が推薦する新たに管理者（課長級）に昇任した職員

第１回 令和７年７月２９日（火）
第２回 令和７年７月３０日（水）
第３回 令和７年７月３１日（木）

・管理者としての必要なマネジメントを理解することができた。
・専門的な経営論に基づく実用的な内容で参考になった。
・マネジメント・コミュニケーション・目標設定の大切さを再認識した。
・ほかの市町の情報を得ることができ有意義だった。

前年度
受講者の声

日本経営協会 専任講師 手島 伸夫

【内容】①マネジメント・リーダーシップの再確認 ②組織の働き方改革～業務遂行と
時間管理～ ③多様なメンバーを活かすマネジメント ④人事評価を活用したマネジメ
ントの実践 ほか

【進め方】グループ演習を中心に進めていきます。マネジメント理論やリーダーシップ
理論を再確認し、管理者として組織の生産性を高め、部下やメンバーを動機づけ・育成
するための実践力を高めます。

・管理者としての役割を認識し、必要とされるリーダー像について考えます。
・組織力を高めるためのノウハウを学び、職場での活用法について理解を深めます。

静岡県市町村センター

各回４０名程度

日程 会場

対象者

予定人数

内容と進め方

講師

－ 17－



女性職員キャリアアップ研修

原則として市町長等が推薦する概ね３０代～４０代の管理・監督者未満の女性職員

令和７年１２月２日（火）

株式会社テラ・コーポレーション 代表取締役 高重 和枝

【内容】①女性のキャリアと活躍への期待 ②自分のキャリアを振り返る ③期待役割
の認識 ④未来像を思い描く ⑤これからのキャリアプランを考える ほか

【進め方】今後のキャリアプランやワークライフバランスの実現方法について講義や演
習により進めます。

・女性職員が今後のビジョンを明確化し、その実現に向けて主体的に考え、行動するため
の意欲を引き出します。
・対話を通じて、今後の働き方や求められる役割について考えます。

静岡県市町村センター

３０名程度

日程 会場

対象者

予定人数

内容と進め方

講師

－ 18－

・自分を見つめなおす非常に良い機会になった。
・性別や年齢にかかわらず多くの職員に受講してほしい研修内容だった。
・他市町の方の話が聞けてモチベーションが上がった。
・漠然とした不安や疑問をグループ内で共有することができ、前向きな気持
ちになれた。

前年度
受講者の声



ＯＪＴ基本研修

原則として市町長等が推薦する採用２年次以上の職員
※管理・監督者を対象とした研修内容となっております。

令和７年９月１８日（木）～１９日（金）

公共経営研究機構 講師 江上 範博

【内容】①監督者の役割と部下指導 ②日常の部下指導 ③良い仕事をするには ④質問力
を磨こう ⑤信頼関係を築く聴き方 ⑥意欲と能力を引き出す接し方 ⑦指導の機会とポイ
ント ⑧ＯＪＴの実践に向けて ほか

【進め方】ＯＪＴの推進者としての当事者意識を身につけ、仕事の質を高めて成果につなげ
るための現場のマネジメントなどを中心に、ＯＪＴの進め方や考え方等について、演習やグ
ループ討議を中心に進めます。

平均年齢：４６歳
（２０代以下：０％ ３０代：１４％ ４０代：５０％ ５０代以上：３６％）

・参考になることが多く、大変勉強になった。
・OJTだけでなく、私生活や趣味等にも応用できる内容だと感じた。
・話しやすい場の作り方でよかった。
・他の研修では聞くことができない内容を聞くことができた。

前年度
受講者の声

・職場研修（On the Job Training）の意義と重要性を認識し、人材育成の有効な方法につ
いて理解を深めます。
・部下指導における基礎的な事項を学習し、より良い組織づくりに向けての展望を見据え
ます。

静岡県市町村センター

４０名程度

予定人数

日程 会場

対象者

内容と進め方

講師

前年度受講者の年齢層

－ 19－



研修担当者研修

原則として市町長等が推薦する職員研修担当の職員

令和７年８月４日（月）

公共経営研究機構 理事 関山 祐介 ほか

【内容】①現在の日本がおかれている状況 ②研修担当者の役割 ③他団体における事例研
究 ④グループ討議 ほか

【進め方】現在の職員研修担当者として求められている役割や他県実施の職員研修について
の事例研究等を通じて、今後の職員研修のあり方や考え方などについて、演習やグループ討
議を中心に進めます。

平均年齢：３９歳
（２０代以下：２３％ ３０代：３１％ ４０代：３１％ ５０代以上：１５％）

・自己を振り返る良い機会となっている。
・こういう研修に参加する機会がなかったので参考になった。

                   ・研修担当として思考が変わるきっかけとなった。
                   ・研修担当者同士の交流の時間がたくさん設けられており良かった。

前年度
受講者の声

・担当者としての心構えを学び、時代の変化に対応した人材育成のあり方について理
解を深めます。
・他の自治体の先進事例を知ることで、今後取り組むべき課題について認識を共有し
ます。

静岡県市町村センター

３０名程度

予定人数

日程 会場

対象者

内容と進め方

講師

前年度受講者の年齢層

－ 20－



－ 21－

研修の申し込みにかかる留意事項

市町職員広域研修を受講しようとするときは、以下の項目にご注意ください。

１ 募集は各研修の開催通知の送付時に行います。研修ごとに推薦書の作成をお願い
します。

２ 推薦書は電子メールでお送りください。また、お送りいただいた推薦書のデータ
を基に、受講生の名簿を作成しますので、誤字脱字等にご注意ください。

３ 各研修の開催通知は、研修実施の概ね２カ月前に、各市町の研修担当者あてに電
子メールにてお送りいたします。

４ 各研修には対象者を設定していますが、この対象から外れる職員を推薦したい時
は、本協会までご連絡ください。

５ 各研修の募集定員について
（１）階層別研修は事前に受講者の割当てを行いますので、その割当数に従って研修

の開催通知時に受講者を推薦してください。

（２）その他の研修については、特に募集定員は設けていませんが、会場の収容人数
を超える受講希望があった場合や、研修の内容から人数を制限することが望まし
い場合は、研修場所の変更や受講者数の調整を行いますのでご承知おきください。

６ 研修受講者の決定は、研修実施の概ね１カ月前に各市町研修担当者あてに電子
メールにてご連絡いたします。

７ 研修受講者決定後に、研修受講者の変更、辞退等がある場合は、速やかに本協会
担当までご連絡ください。

お 問 い 合 わ せ は こ ち ら ま で

公益財団法人静岡県市町村振興協会

〒４２２－８０６７ 静岡市駿河区南町１４－２５ エスパティオ５階
ＴＥＬ ０５４－２０２－４３４３ ＦＡＸ ０５４－２８４－８８６８
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別
記
様
式
（
第
２
条
関
係
）

（
用
紙

日
本
産
業
規
格
Ａ
４
横
型
）

第
号

年
月

日

公
益
財
団
法
人
静
岡
県
市
町
村
振
興
協
会
理
事
長

様
市
町
長
名

（
公
印
不
要
）

研
修
生
を
下
記
の
と
お
り
推
薦
し
ま
す
。

所
属

課
・
室

係
・
ス
タ
ッ
フ

／
～

／

／
～

／

／
～

／

／
～

／

／
～

／

／
～

／

／
～

／

担
当
：

課
係

氏
名
：

電
話
番
号
：

－
－

メ
ー
ル
：

夕
食

研
修
期
間

ふ
り
が
な

氏
名

回
次 【
連
絡
事
項
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
記
入
く
だ
さ
い
。
】

＜
記
載
上
の
注
意
＞

１
「
回
次
」
欄
に
は
、
複
数
回
開
催
の
あ
る
科
目
に
あ
っ
て
は
開
催
回
次
を
記
入
す
る
こ
と
。

２
年
齢
は
、
研
修
初
日
現
在
の
満
年
齢
を
記
入
す
る
こ
と
。

３
部
制
を
採
る
団
体
に
お
い
て
は
、
「
課
･室

」
欄
に
部
名
を
併
せ
て
記
入
す
る
こ
と
。

年
齢

補
職
名

昼
食

４
新
規
採
用
職
員
研
修
＜
前
期
＞
以
外
で
は
、
宿
泊
、
昼
食
及
び
夕
食
の
斡
旋
は
行
わ
な
い
の
で
、
記
入
を
要
し
な
い
。

市
町
職
員
広
域
研
修

研
修
生
推
薦
書

宿
泊

(泊
+朝

食
)

記

研
修
名

備
考
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